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☆救急体制の充実、いつも安全確認

絶やさぬ笑顔

☆診療情報提供と共に作る診療計画

☆広げよう人と人との結びつき

すすめよう健康づくりまちづくり

安心と安全 参加と協同

患者中心のチーム医療
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院長年頭挨拶
利根中央病院 院長 糸賀 俊一

第６回 院内災害訓練紹介

「夢をかたちに」 新病院建設進捗状況

新病院建設事務局長 布施 正子

外科部長・救急科部長 関原 正夫

きらめき祭開催

「きらめき祭実行委員会」



昨年は利根中央病院にとって新病院建設に向けて一歩前に大きく

踏み出した年でした。2012年の医師体制は、全日本民医連からの1
年間の医師支援が3月末をもって終了しましたが、4月より新たに初
期研修医3名が加わりました。実質減となった医師体制にもかかわら
ず、入院患者数は前年とほぼ同等、外来患者数は2％増加になり、新
病院建設に向けて医師を先頭に職員一同『夢をかたちに』のスロー

ガンのもと奮闘してまいりました。新病院の骨格も徐々に見え始め

たなか、昨年末に耐震化補助金を申請し、それによる医療計画、建

築計画の変更への対応等、非常にめまぐるしい変化の多い年でした。

本年は新病院建設に向けて、実施設計を固め秋には着工する予定

になっており、介護分野を含めた「利根保健生協5ｶ年計画」の具体
化を同時に検討し進めていく年になります。多くの課題に対応しな

がら着実に前進しなければなりません。

昨年末、民主党から自由民主党に政権が変わりましたが、大きな

医療政策の変化は今後も期待できないと思われ、昨年から始まった

“税と社会保障の一体改革”のもと、医療介護の変革は今年も着実

に推し進められるものと思います。それに対応し地域の皆様からの

要望を多く取り入れ、「地域包括ケアシステム」の新たな構築に向

け、病病連携・病診連携による住みやすい街づくりを目指していき

たいと考えています。

新病院建設に向けて今年は３段跳びでいう“ホップ”の年に当た

ります。職員一同、昨年からの思いを“かたち”にしたいと願って

おります。

新年にあたり、皆様方のご健康とご多幸をお祈りします。本年も

よろしくご指導お願いいたします。
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利根中央病院

院長 糸賀 俊一



2012年6月、「沼須産業団地への病院新築移転」が決定されまし
た。地域の人々のいのちとくらしを守るため、①健康づくりとまち

づくりの拠点となる病院にします。②総合診療機能を有し、救急医

療に責任を持つ病院にします。という大きなコンセプトを実現する

ために、この間、4つのWG(ワーキング)、「病棟WG」「外来WG」
「療養環境WG」「健康づくりWG」と、「回復期リハビリ病棟PJ
(プロジェクト)」「HCU(ハイケアユニット)PJ」と2つのPJを立ち
上げ、検討を重ねています。療養環境WGと健康づくりWGには、地
域のみなさまにもご参加いただき、職員と一緒に論議を深めていま

す。

具体的には、病院内での機能分化を図り、患者さまの重症度によ

り看護配置を高くする。また退院へ向けたリハビリ支援の充実など、

安全で安心な医療の提供を更に進めていきたいと思います。1階フロ
アーは、診療ゾーンと予防・健診ゾーンに分け、健康づくりにも力

を注いでいきます。健康プラザ内に「多目的室」を設置し、健康教

室を開催するなど、ハードに負けないよう、ソフト面でも患者さま

や地域のみなさまの期待に添えるよう、更に論議を進めていきたい

と思います。

2013年はいよいよ着工の年。一人ひとりの想いがかたちとなるよ
う、努めてまいります。
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新病院建設事務局長 布施 正子

新病院建設進捗状況



災害拠点病院の指定要項に多数傷病者対応訓練が必須とされた中、

第6回の災害訓練が平成24年11月17日に行われました。病院は、地
震や火災など病院自体に被害が及ぶ場合と事故などの多数の傷病者

が来院する場合の両方に備えなければなりません。

今回の訓練は「利根町での旅館ガス爆発事故、負傷者90名のうち
約40名が当院に搬送される」という想定で開始されました。

①消防からの情報で災害対

策本部を立ち上げる。

②職員を召集し、人員配置

を行う。

③病院の玄関前で救急隊と

共に簡易的な重症度判定

を行う。

④病院内へ重症度別に傷病

者が搬入される。

⑤傷病者の診療を行い、必要な緊急処置や検査を行う。

⑥傷病者の情報が災害対策本部へ伝えられる。

⑦入院や転院が決定され、根本的な治療が開始される。

職員の人員配置：あらかじめ役割を決めておらず、召集された職員

ひとりひとりにカードが配布されます。そのカ－ドには業務内

容や活動場所が書かれており、それに沿った業務を行えば良い

ことになります。訓練参加者は、カードが手渡されるまで業務

内容はわかりません。平日にも休日夜間にも対応できるのが特

徴です。

傷病者の診療：災害に関して専門的な教育をうけた院内認定看護

師（災害に特化したトリアージナース）が行うことになってい

ます。

災害時には、普段の救急とは違う対応が求められるため、

病院全体の診療能力を向上させるために、これらのトリアージ

ナースが重要な役割を担っています。
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【訓練全体の進行】

【当院における災害対応の特徴】

第6回 院内災害訓練

外科部長・救急科部長

関原 正夫

玄関前トリアージの様子



 臨時のホワイトボードで患者把握を行います 

種々の傷メイクを施さ

れた42名の模擬傷病者が
次々と運ばれ、重症度判

定や診療がなされて行き

ます。診療のみならず、

傷病者情報が途絶えてし

まえば根本的な治療が不

可能となってしまうため、

その情報の管理について

も重要視しています。中

には途中で容態が急変す

る傷病者もあり、実戦さ

ながらの訓練となりました。

終了後には災害時の現場の活動を知ってもらうために、利根沼田広域消

防本部の救助隊・救急隊に加え、当院のDMAT隊（災害医療班）を交え
た傷病者救出のデモンストレーションを供覧しました。

当院の災害訓練・教育プログラム・カード型マニュアルについては、

「群馬県救急医療懇談会」にて定期的に報告しており、災害に特化したト

リアージナース教育も複数の病院から依頼を受け、群馬県内で総勢250名
を超える数となりました。

今回の訓練では、事務系職員に対する教育も必要との反省がもたれまし

た。そこで、トリアージナースだけではなく、事務系職員に対しても災害

に特化したプログラムを構築し、その教育をおこなって行くことが確認さ

れました。

6

イエローゾーンに配置された

職種・リーダー等の一覧

多職種による連携で治療が行われます



 盛り上がりを見せた会場の様子（メインステージ前） 

 職員による模擬店が24店舗並びました 

 新病院建設紹介テント 

10 月21 日（日）利根中央病院「きらめき祭」が、沼須町の新病
院建設用地で開催されました。約3000人の来場者があり、建設地の
認知度も高まりました。

新病院紹介コーナーをはじめ、歯科相談、介護相談コーナーなど

が設置され、職員が出店した焼きそば、綿菓子、ポップコーン、ヨー

ヨー釣りなどの模擬店が並びました。

7

利根中央病院



 精神神経科外来：受付 
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